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︿
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布
し
ま
す
﹀

　
町
で
は
、
省
エ
ネ
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
、
家
庭
な
ど
で
の

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
取
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
用
の
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
配
布
し

ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー

ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な
ど
の
つ
る
性
の

植
物
を
ネ
ッ
ト
で
窓
の
外
に
は
わ

せ
て
つ
く
る
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で

す
。
日
差
し
を
や
わ
ら
げ
、
室
温

の
上
昇
を
抑
え
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

度
を
高
く
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン
を

使
わ
な
い
時
間
を
増
や
す
こ
と

で
、
節
電
が
で
き
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
、
今
年

は
エ
ア
コ
ン
に
頼
ら
な
い
涼
し
い

夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

配
布
期
間

　

 

５
月
10
日（
水
）か
ら

※ 

な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▼ 

配
布
物

　

 

ゴ
ー
ヤ
の
種
１
袋

▼ 

配
布
場
所　
住
民
課
窓
口

※ 

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
を

　

募
集
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
う

　

予
定
で
す
。

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

︿
夏
休
み
企
画 

福
島
の
皆
さ

ん
を
鎌
倉
に
ご
招
待
﹀

　
「
未
来
・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

自
然
や
伝
統
文
化
、
食
育
な
ど
を
通

じ
て
、
女
性
が
子
ど
も
た
ち
を
豊
か

に
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、神
奈
川
・

湘
南
地
区
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
、
平
成
24
年
５
月
に
発
足

し
た
団
体
で
す
。

　

そ
の
「
未
来
・
連
福
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、
原
発
事
故
の
被
害
を
受
け

た
福
島
の
皆
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
、

せ
め
て
夏
休
み
に
鎌
倉
の
庭
で
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
し
て
心
を
温
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
「
建
長
寺
で
会
い
ま

し
ょ
う
！
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

皆
さ
ん
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
家
族
揃
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼ 

期
間

　

７
月
29
日（
土
）〜
８
月
１
日（
火
）

▼ 

宿
泊
場
所

　

大
本
山
・
建
長
寺（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

　

５
月
１
日（
月
）か
ら
31
日（
水
）

は
「
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
定
例
相
談
を
、

毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
年
間
を

通
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

▼ 

三
春
町
の
行
政
相
談
員
（
敬
称
略
）

長谷川ミサ子
八島台

☎ 62-6107

安齊和夫
岩江

☎ 024-942-3788

︿
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︵
５
月
１
日

〜
31
日
︶﹀

　

総
務
省
で
は
、
三
春
町
を
担
当

す
る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次

の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
役
所（
国
・

県
・
市
町
村
）の
仕
事
を
は
じ
め
、

年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事
に
つ
い
て
の
皆
さ
ん
の
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆

さ
ん
と
役
所
な
ど
と
の
間
に
立
っ

て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼ 

日
時　
５
月
９
日（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
12
時

▼ 

場
所

　

三
春
町
役
場
４
階
委
員
会
室

▼ 

問　
住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
６

︿
封
筒
や
カ
レ
ン
ダ
ー
も
雑

が
み
︵
資
源
ご
み
︶で
す
〜
雑

が
み
︵
資
源
ご
み
︶で
出
し
ま

し
ょ
う
〜
﹀

　

平
成
28
年
度
か
ら
「
燃
え
る
ご

み
」
の
出
す
量
に
よ
っ
て
、
町
の

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
こ
れ

ま
で
よ
り
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
三
春
町
で
は
、
燃

え
る
ご
み
に
含
ま
れ
る
「
雑
が

※ 封筒などは貴重な雑がみ（資源ごみ）です。
　紙袋に入れて、ひもで縛って出しましょう !!

カレンダー
封筒・はがき

▼ 

問　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

※ 

建
長
寺
の
大
き
な
部
屋
で
布
団

　

を
並
べ
て
皆
さ
ん
で
寝
ま
す
。

　
（
男
女
は
別
）

▼ 

参
加
費　
無
料

※ 

宿
泊
費
・
食
費
・
交
通
費
な
ど

　

す
べ
て
主
催
者
側
負
担

▼ 

対
象
者　
福
島
県
の
川
内
村
・

　

葛
尾
村
・
三
春
町
出
身
の
方

▼ 

申
込
定
員　
１
０
０
名

▼ 

申
込
方
法　
総
務
課
企
画
情
報

　

グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
申
込
書

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
期
限　
６
月
２
日
（
金
）

※ 

た
だ
し
、
１
０
０
名
を
超
え
る

　

方
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合

　

は
、
期
限
内
に
申
込
み
さ
れ
た

　

場
合
で
も
参
加
で
き
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
62-

８
１
２
５

み
」
の
分
別
を
徹
底
し
、
費
用
を

削
減
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、「
雑
が
み
回
収
袋
」
を

配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
先
月
配
布
の
「
ご

み
減
量
分
別
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞住民課：62-5155　総務課 61-1110
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︿
平
成
29
年
度
春
季
企
画
展

「
三
春
が
生
ん
だ
建
築
家 

大

髙
正
人
」
展
開
催
中
！
﹀

　

平
成
29
年
度
三
春
町
歴
史
民
俗

資
料
館
の
春
季
企
画
展
と
し
て
、

「
三
春
が
生
ん
だ
建
築
家 

大
髙
正

人
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
髙
正
人
氏
は
三
春
生
ま
れ
の

建
築
家
で
、
三
春
町
民
体
育
館
、

歴
史
民
俗
資
料
館
、
三
春
交
流
館

「
ま
ほ
ら
」、
三
春
ダ
ム
管
理
棟
・

ダ
ム
資
料
館
な
ど
を
設
計
し
て
い

ま
す
。
三
春
生
ま
れ
の
大
髙
氏
の

作
品
や
業
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

５
月
の
講
演
会
に
は
、
大
髙
建

築
設
計
事
務
所
の
元
所
員
で
あ
っ

た
藤
本
昌
也
先
生
に
、
建
築
家
大

髙
正
人
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼ 

会
期

　

４
月
８
日（
土
）〜
６
月
18
日（
日
）

▼ 

会
期
中
の
休
館
日

▽ 

５
月
８
・
15
・
22
・
29
日
の
月
曜
日

▽ 

６
月
５
・
12
日
の
月
曜
日

▼ 

場
所

　

歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展
示
室

▼ 

入
館
料
（
通
常
入
館
料
）

▽ 

一
般
／
大
学
生　
３
０
０
円

▽ 

小
中
高
生
な
ど　
１
５
０
円

★ 

関
連
行
事
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎ 

講
演
会
２

▼ 

日
時　
５
月
27
日（
土
）

　
　
　

        

午
前
10
時
〜

　
　
　

      （
２
時
間
程
度
）

▼ 

会
場　
資
料
館
研
修
室

▼ 

講
師　
建
築
家 

藤
本
昌
也 

氏

▼ 

演
題

　
（
仮
）
こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代

へ
託
し
た
建
築
家
・
大
髙
正
人
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
大
髙
正
人
の
実
践

活
動
を
通
し
て
〜

※ 

講
演
会
は
、
展
示
解
説
な
ど
も

　

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
入
館
料

　

が
か
か
り
ま
す
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

4 月の講演会のようす

︿
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ
﹀

◎ 

水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
を
算
出
す
る
た
め
の

検
針
は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11

月
の
年
６
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
５
月
の
検
針
と
し
て
、

委
託
し
た
検
針
員
が
訪
問
し
ま
す

の
で
、
能
率
的
に
検
針
で
き
る
よ

う
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物

　

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▽ 

犬
は
出
入
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

　

ク
ス
か
ら
離
し
て
つ
な
い
で
お

　

い
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

水
道
料
金
の
お
支
払
い

▼ 

水
道
料
金
と
納
期
限

　

水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
水

量
料
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

料
金
は
、
使
用
水
量
に
か
か
わ
ら
ず

い
た
だ
く
料
金
で
、
水
量
料
金
は
使

用
水
量
に
応
じ
て
い
た
だ
く
料
金
で

す
。
納
期
限
は
、
現
金
払
い
は
奇
数

月
の
月
末
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

奇
数
月
の
25
日
で
す
。

▼ 

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　

金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
申
し

込
み
を
す
る
と
、
預
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
水
道
料
金
を
支
払
う
制

度
で
す
。
各
取
扱
金
融
機
関
へ
、

金
融
機
関
届
出
印
鑑
と
通
帳
お
よ

び
水
道
料
金
の
領
収
書
を
持
参
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
取
扱
金
融
機
関
︼

　

福
島
さ
く
ら
農
協
、
東
邦
銀
行
、

大
東
銀
行
、
福
島
銀
行
、
郡
山
信

用
金
庫
、
東
北
労
働
金
庫
各
本
支

店
、
郵
便
局

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
５
０
０

︿
平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
﹀

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４

人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
を

対
象
に
、
平
成
29
年
６
月
１
日
時

点
で
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策

の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
ご
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計
作
成

の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問　
総
務
課 

企
画
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

８
１
２
５

︿
未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を

発
見
さ
れ
た
方
は
、
登
録
を

受
け
て
く
だ
さ
い
﹀

　

建
物
の
取
り
壊
し
や
引
越
し
な

ど
で
新
た
に
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
を

見
つ
け
た
場
合
は
、
登
録
を
受
け

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
発
見
し

た
と
き
は
、
ま
ず
、
田
村
警
察
署

へ
連
絡
し
、
発
見
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
済
む
と
、
県
教
育
委

員
会
か
ら
登
録
審
査
会
の
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
審
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
審
査
会
の

日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
の
も

▼ 

問
▽ 

福
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
７
８
７

▽ 

歴
史
民
俗
資
料
館

　

 

☎
62-

５
２
６
３

▶ 今年度の審査会日程

第1回
第2回
第3回
第4回
第5回

審査日 審査対象
5月10日（水）
7月12日（水）
9月11日（月）
11月24日（金）
平成30年2月7日（水）

刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類
刀剣類のみ
刀剣類のみ
銃砲類・刀剣類

いわき合同庁舎
郡山市労働福祉会館
会津若松合同庁舎
あづま荘（福島市飯坂町）
郡山市労働福祉会館

会場

の
で
も
、
相
続
や
贈
与
な
ど
で
所

有
者
が
代
わ
っ
た
り
、
登
録
証
を

失
く
し
た
場
合
に
も
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
を
怠
る
と
罰
則

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

す
み
や
か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
教
育
委
員
会
文

化
財
課
あ
る
い
は
町
歴
史
民
俗
資

料
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞歴史民俗資料館 62-6953　企業局：62-2666　総務課：61-1110

暮
ら
し
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︿
さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

20
周
年
記
念
有
森
裕
子
講
演
会
﹀

　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
20

周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
人
女
性
初

２
大
会
連
続
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
の
有

森
裕
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
往
復
は
が
き

に
①
住
所
②
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③

電
話
番
号
④
勤
務
先
・
学
校
名
を
明

記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日
時    ６
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

         

午
後
２
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　

  

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▼ 

開
催
場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」

▼ 

対
象
者

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

▼ 

定
員　
70
名

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

申
込
締
切

　

５
月
20
日（
土
）必
着

▼ 

参
加
者
決
定

▽ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

　

よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽

　

選
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
応
募

　

者
す
べ
て
に
返
信
用
は
が
き
に
て

　

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

参
加
者
の
発
表
に
つ
い
て
は
、

　

返
信
用
は
が
き
に
よ
る
通
知
を 有森裕子さん

　

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。
当
選
は
が
き
は
当
日
受

　

付
ま
で
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
注
意
事
項

・
往
復
は
が
き
以
外
で
の
お
申
し

　

込
み
は
、
無
効
と
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

・
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
し

　

込
み
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
ご
応
募
は
１
人
１
回
限
り
と
し

　

ま
す
。

▼ 

送
付
先
・
問

　

〒
９
６
３-

７
７
５
９

　

三
春
町
字
大
町
１
９
１

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内

　

さ
く
ら
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

実
行
委
員
会 

記
念
式
典 

係

　

☎
62-

３
８
３
７

︿
ミ
ハ
ル
コ
ー
ラ
ス
71
周
年

コ
ン
サ
ー
ト
開
催
﹀

　

ミ
ハ
ル
コ
ー
ラ
ス
は
、
太
平
洋

戦
争
が
終
わ
っ
た
翌
年
、
荒
廃
し

た
地
域
の
復
興
と
人
々
の
心
を
癒

す
た
め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
長
年
に
わ
た
り
、
合
唱
音

楽
を
通
し
て
日
頃
よ
り
各
団
体

と
の
交
流
に
よ
り
、
地
域
社
会
の

色
々
な
行
事
に
参
加
し
文
化
の
向

上
や
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
う

た
い
つ
づ
け
て
・
・
・
つ
な
げ
よ

う
み
ら
い
へ
！
」
と
題
し
次
の
と

お
り
、
71
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
特
別
出
演
と
し
て
、

田
村
高
校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
も
、

花
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

　

合
唱
の
素
晴
ら
し
さ
、
表
現
力

を
肌
で
感
じ
、
感
動
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼ 

日
時　
５
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

 

午
後
１
時
30
分
開
演

▼ 

問　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　
　

 

☎
62-

３
８
３
７

▼ 

場
所

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
」ミハルコーラスの皆さん

広　
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欄

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞まほら：62-4727

返信面往信面
▶ 往復はがき記載例

広　告　欄



35

︿
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
﹀

　
夫
婦
が
と
も
に
助
け
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
築
き
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
労
苦

に
対
し
、
県
内
で
金
婚
式
（
50
年
）

を
迎
え
た
夫
婦
全
組
に
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
者　
昭
和
42
年
１
月
１
日

　

か
ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
結

　

婚
し
た
夫
婦
全
組
を
対
象
と
し

　

ま
す
。
ま
た
、
前
回
ま
で
に
届

　

け
出
漏
れ
の
方
も
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
保
健

　

セ
ン
タ
ー
、
役
場
住
民
課
、
三
春

　

町
福
祉
会
館
、
各
地
区
老
人
ク
ラ

　

ブ
の
代
表
者
の
い
ず
れ
か
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
限　
７
月
12
日（
水
）

▼ 

表
彰
日
時　
日
程
が
決
ま
り
次

　

第
、
申
込
さ
れ
た
方
々
へ
直
接

　

連
絡
し
ま
す
。

▼ 

主
催　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

　

合
会
、
福
島
民
報
社

▼ 

後
援　
福
島
県
、
福
島
県
市
長

　

会
、
福
島
県
町
村
会

▼ 

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

︿
布
ぞ
う
り
作
り
講
習
会
受

講
者
募
集
の
お
知
ら
せ
﹀

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
本
年

度
も
布
ぞ
う
り
作
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
６
月
か
ら
11
月
ま
で
、

毎
月
第
１
金
曜
日（
11
月
の
み
第

２
金
曜
日
）
の
午
前
中
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
、
２
、３
回
程
度
で

１
足
を
編
み
あ
げ
ま
す
。

　

受
講
者
数
が
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　

毎
月
第
１
金
曜
日

　
（
第
１
回
目
は
６
月
２
日
）

　

午
前
９
時
〜
お
昼
頃
ま
で

▼ 

費
用

　

１
足
あ
た
り
５
０
０
円
程
度

▼ 

定
員　
10
名

▼ 

講
師　
資
料
館
友
の
会

　
　
　
　

 

わ
ら
ぞ
う
り
グ
ル
ー
プ

▼ 

準
備
物
な
ど
に
つ
い
て

　

第
１
回
目
に
準
備
物
の
説
明
な

ど
を
行
う
予
定
で
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
資
料
館
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
予
約
な
し
で
の
受

講
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
・
問　

 

歴
史
民
俗
資
料
館

　

 　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
２
６
３

︿
南
町
高
齢
者
住
宅
入
居
者

募
集
﹀

　

町
で
は
、
南
町
高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
住

宅
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
の
方
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
配
慮
さ
れ
た
公
営
住
宅
で
す
。

▼ 

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方

① 

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

② 

60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③ 

日
常
生
活
を
自
立
し
て
営
め
る

　

程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

Cタイプ
単身世帯用
（和室）

規格 募集戸数

13,400円
～26,400円

家賃

無

駐車場

5,000円

3戸
（107号室）
（112号室）
（213号室）

面積

1DK
（41.55㎡）

共益費1 共益費2

約1,000円

Ａタイプ
夫婦世帯用
（和室+洋室）

1戸
（201号室）

1LDK
（69.55㎡）

22,500円
～44,300円 6,000円 約1,000円 無

▶ 南町高齢者住宅

　

こ
と
に
よ
り
前
記
③
の
状
態
と

　

同
程
度
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

※ 

要
介
護
認
定
者
は
対
象
に
な
り

　

ま
せ
ん
。

⑤ 

収
入
が
法
令
で
定
め
る
基
準
以

　

内
で
あ
る
方

※ 

平
成
27
年
の
総
所
得
か
ら
配
偶

　

者
控
除
等
を
差
し
引
い
て
12
で

　

割
っ
た
額

　
（
月
額
所
得
）
21
万
４
千
円
以
下

⑥ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
入

居
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
ご

本
人
と
の
聞
き
取
り
面
接
を
行
い

ま
す
。

▼ 

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

▽ 

住
民
票

▽ 

平
成
27
年
分
の
所
得
証
明
書

▽ 

市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

　
と
を
証
す
る
書
類

▽ 

非
課
税
証
明
書（
非
課
税
の
方
の
み
）

※ 

住
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

　

て
い
る
方
は
、
貸
主
の
立
ち
退

　

き
に
係
る
証
明
書

▼ 

募
集
期
間

　
５
月
12
日（
金
）〜
19
日（
金
）

　
（
土
日
除
く
）

▼ 

入
居
予
定
時
期　
６
月
予
定

※ 

時
期
が
遅
く
な
る
場
合
も
あ
り

　

ま
す
。

▼ 
申
込
・
問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６
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︿
三
春
町
文
化
祭
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
﹀

　

三
春
町
の
芸
術
文
化
の
普
及
と

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

三
春
町
文
化
祭
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
町
民
お
よ
び
各
種
団
体
の

文
化
活
動
の
成
果
を
広
く
発
表
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
鑑
賞
す

る
機
会
と
場
を
皆
さ
ん
で
演
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

開
催
期
間

　

10
月
20
日（
金
）〜
11
月
12
日（
日
）

※ 

文
化
祭
期
間
中
は
月
曜
日
も
開

　

館
し
ま
す
。

▼ 

会
場

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ほ
か

▼ 

参
加
対
象

　

三
春
町
民
ま
た
は
、
三
春
町
内
に

在
勤
す
る
方
、
あ
る
い
は
そ
の
方
々

で
構
成
す
る
団
体

▼ 

申
込
方
法

　

５
月
13
日
ま
で
に
、
三
春
交
流

館
「
ま
ほ
ら
」
備
え
付
け
参
加

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
団
体
が
出
揃
っ
た
５
月
下

　

旬
か
ら
６
月
上
旬
頃
に
実
行
委

　

員
会
を
開
催
し
、
日
程
調
整
を

　

行
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
　

☎
62-

３
８
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居
資
格

所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷
金
は
、

家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　

家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 

入
居
資
格

① 
同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　

含
む
）
が
あ
る
こ
と
。
か
い
や

　

ま
団
地
に
つ
い
て
は
、
単
身
で

　

あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　

る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯　

月
額
所
得
が
15

　

万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
世
帯

　

月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

▽ 

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　

月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
（
若

年
単
身
者
で
所
得
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
場
合
は
12
万
３
千
円
）
以

上
、
48
万
７
千
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と

▶ 公営住宅

かつぎばし団地
（中耐3階建・H2年）

団地名／構造・建築年

担橋一丁目5-4

所在地

家賃：16,000円～31,400円

2LDK １戸
（231号室）

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

2階

かつぎばし団地
（中耐4階建・S62年）

平沢字担橋91-5

家賃：20,200円～39,600円

3LDK １戸
（402号室）

有
（１台）

4階

▶ 特定公共賃貸住宅

※ 駐車場使用料は 1 か月 2,000 円です。

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年 所在地

2DK

2階

3戸
1階（A-102、B-101）
2階（B-203）

募集戸数間取・階数

有
（１台）

駐車場

大字貝山字馬場33

家賃：41,000円

▼ 

受
付
期
間　

　

５
月
８
日（
月
）〜
15
日（
月
）

　
（
土
日
を
除
く
）

　

期
間
中
に
申
込
が
な
か
っ
た
住

戸
は
随
時
募
集
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　

建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

▼ 

選
考
方
法

　

入
居
の
申
込
を
受
理
し
た
件
数

が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま
す
。

▼ 

入
居
予
定　
平
成
29
年
６
月
中
旬

▼ 

申
込
・
問

　

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　
　

☎
62-

２
１
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

広　
告　
欄
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︿
第
22
回
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
開
催
﹀

　

毎
年
恒
例
の
三
春
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
町
内

に
お
住
ま
い
の
方
お
よ
び
町
内
に

勤
務
し
て
い
る
方
は
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時　
６
月
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

▼ 

場
所

　

大
玉
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

※ 

全
て
セ
ル
フ
で
す
。

▼ 

参
加
費　
３
、０
０
０
円

▼ 

懇
親
会
費　
３
、０
０
０
円

※ 

午
後
６
時
か
ら
八
文
字
屋
で
表

　

彰
式
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

▼ 

プ
レ
ー
費　
９
、８
０
０
円

　
　
　
　
　
　

 （
税
込
・
食
事
付
）

▼ 

競
技
方
法　
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
18

　

ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

　

オ
ー
ル
６
イ
ン
チ

▼ 

申
込
期
限　
５
月
25
日（
木
）

▼ 
申
込
・
問

　

 
東
邦
銀
行 

三
春
支
店

　

 
☎
62-
２
１
４
１

︿
地
域
ぐ
る
み
監
視
体
制
づ

く
り
支
援
事
業
﹀

　

地
域
住
民
の
不
法
投
棄
防
止
へ

の
意
識
醸
成
、
日
常
的
な
監
視
体

制
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
不
法
投

棄
防
止
・
監
視
活
動
を
行
う
住
民

団
体
の
活
動
に
補
助
金
を
支
給
し

ま
す
。

︿
震
災
前
の
借
入
金
と
そ
の
借

り
換
え
の
返
済
に
悩
ま
れ
て
い

る
被
災
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
﹀

　

経
営
改
善
や
二
重
債
務
問
題
な

ど
資
金
繰
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
被
災
事
業
者
の
事
業
復
興
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「（
株
）
東
日
本
大

震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
」
と

「
福
島
県
産
業
復
興
機
構
」
の
支

援
決
定
期
間
が
１
年
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　

震
災
前
借
入
金
が
あ
る
方
は
支

援
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

平
成
29
年
夏
頃
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

● 

（
株
）
東
日
本
大
震
災
事
業
者

　
再
生
支
援
機
構

　

平
成
30
年
２
月
22
日
ま
で
に
支

援
決
定

▽ 

連
絡
先　
郡
山
出
張
所

　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

７
２
５
２

▽ 

相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生

支
援
機
構
」
で
検
索

● 

福
島
県
産
業
復
興
機
構

　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
支
援

決
定

▽ 

連
絡
先

　

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４-

５
７
３-

２
５
６
１

︿
小
学
生
親
子
テ
ニ
ス
教
室

を
開
催
し
ま
す
﹀

　

三
春
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
、
小
学
生
親
子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日

　

６
月
３
日（
土
）〜
７
月
８
日（
土
）

　

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
（
毎
週
土
曜
日
全
６
回
）

▼ 

場
所

　

夕
陽
ケ
丘
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
（
田
村
西
部
工
業
団
地
内
）

▼ 

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
（
子
ど
も
の
み
可
）
10
組
程
度

▼ 

参
加
費　
一
人
２
千
円
（
ボ
ー

　

ル
代
、
保
険
料
な
ど
）

▼ 

申
込
期
限　
５
月
15
日（
月
）

▼ 

そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち

　

で
な
い
方
は
お
貸
し
し
ま
す
。

　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
佐
久
間
和
守

　
　
　
　
　
　

 

☎
62-

５
５
８
２

▽ 

相
談
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
「
福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
検
索

▼ 

問　
福
島
県
経
営
金
融
課

　

 

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
８

▼ 

申
込
期
限　
６
月
30
日（
金
）

▼ 

補
助
対
象
者　
地
域
住
民
団
体

▼ 

補
助
対
象
地
域　
郡
山
市
・
い

　

わ
き
市
を
除
く
県
内
全
域

▼ 

補
助
対
象
事
業

▽ 

啓
発
活
動
事
業

　

啓
発
チ
ラ
シ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
の

作
成
・
配
布
な
ど

▽ 

監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
事
業

　
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

▽ 

地
域
環
境
整
備
活
動
事
業

　

地
域
住
民
な
ど
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
不
法
投
棄
物
の
撤
去
お
よ

び
再
発
防
止
活
動
な
ど

▼ 

補
助
額　
上
限
70
万
円

※ 

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
地
方
振

　

興
局
ま
た
は
県
産
業
廃
棄
物
課
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。不法投棄物撤去のようす

▼ 

申
込
・
問

▽ 

県
中
地
方
振
興
局 

環
境
課

　
 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
５
０
２

▽ 
県
産
業
廃
棄
物
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
５
９

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110
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板
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● 

民
法
で
定
め
ら
れ
て
い

　
る
相
続
人
は
？

　

亡
く
な
っ
た
方
の
配
偶

者
、
子
、
直
系
尊
属
（
父
母
）

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
と
な
り
ま

す
の
で
基
本
的
に
は
甥
や
姪

は
直
接
の
相
続
人
に
な
り
ま

せ
ん
。

※ 

詳
し
く
は
、
連
載
第
２

　

回
「
誰
が
相
続
人
に
な
る

　

の
？
」　
（
平
成
29
年
１
月

　

号
）
を
参
考
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。

● 

甥
や
姪
で
あ
っ
て
も
相

　
続
人
に
な
る
ケ
ー
ス
は
？

　

今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

あ
な
た
が
亡
く
な
る
前
に
兄

が
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

兄
に
代
わ
っ
て
甥
や
姪
が
相

続
人
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

代
襲
相
続
と
い
い
ま
す
。

※ 

代
襲
相
続
に
つ
い
て
は
、

　

甥
や
姪
が
相
続
人
と
な
る

事
案
で
は
、
相
続
人
が
非
常

に
多
く
な
り
、
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
親
族
間
の
交
流
が
少

な
い
と
き
に
は
、
相
続
手
続

き
に
多
大
な
時
間
が
か
か
る

な
ど
困
難
を
伴
う
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

相
続
登
記
Q
＆
A

「
甥
や
姪
は
相
続
人
に
な
る
の
？
」

私
に
は
妻
子
が
な
く
、
両
親
お
よ
び
兄
弟
も
既

に
他
界
し
て
い
ま
す
。
親
族
は
、
亡
く
な
っ
て
い

る
兄
の
２
人
の
子
（
甥
・
姪
）
が
い
る
だ
け
で
、

ほ
か
に
は
い
ま
せ
ん
。
私
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

誰
が
相
続
人
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
、
兄
の
２
人

の
子
（
甥
・
姪
）
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

連
載
第
六
回

A. Q.
　

次
回
の
テ
ー
マ
は
、「
相
続
す
る
財
産
と
は
何
で
す
か
？
」で
す
。

▼ 

問　
福
島
地
方
法
務
局　
☎
０
２
４-

５
３
４-

２
０
４
５

連
載
第
５
回
「
孫
は
相
続

人
に
な
る
の
？
」（
平
成
29

年
４
月
号
）
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

● 

甥
と
姪
の
相
続
分
は
？

　

本
件
の
場
合
、
ほ
か
に
相

続
人
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

兄
が
相
続
す
る
は
ず
で
あ
っ

た
あ
な
た
の
全
て
の
財
産
を

等
分
に
相
続
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の

１
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
三
春
街
な
か
コ
ス
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
第
２
弾
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
プ
レ

を
し
た
参
加
者
が
街
な
か
で
写
真
撮
影
を
楽

し
み
ま
す
。
撮
影
場
所
は
商
店
街
、
寺
社
仏

閣
、
日
本
家
屋
、
洋
館
、
図
書
館
、
舞
台
、

川
な
ど
、
第
１
弾
よ
り
も
撮
影
可
能
エ
リ
ア

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
前
回
と
同
様
、
提
携
店
で
使
用
で

き
る
商
品
券
１
、０
０
０
円
分
が
つ
き
ま
す
。

▼ 

日
時　
５
月
20
日（
土
）

　
　
　

 　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

▼ 

場
所　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

▼ 

料
金　
１
、５
０
０
円

▼ 

人
数　
２
０
０
名

　
　
　
　

 （
最
少
催
行
人
数
50
名
）

▼ 

締
切　
５
月
10
日（
水
）

　
　
　
　

 

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

▼ 

申
込　
申
し
込
み
は
、
み
は
る
観
光

　

協
会
公
式Tw

itter

へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

　

メ
ー
ル
で
の
み
受
付
し
て
い
ま
す
。

！
ご
注
意
！

▽ 

模
造
刀
な
ど
の
武
器
、
長
物
を
も
っ 

　

て
撮
影
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

周
り
に
は
配
慮
し
て
の
持
ち
運
び
、
撮
影

　

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

　

す
が
、
も
し
撮
影
者
が
気
づ
か
ず
、

　

歩
行
等
に
支
障
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

　

撮
影
し
て
い
る
方
へ
の
お
声
掛
け
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

▽ 

コ
ス
プ
レ
を
し
て
い
る
方
（
以
下
コ
ス
プ

　

レ
イ
ヤ
ー
）
を
撮
影
し
た
い
場
合
、
必
ず

　

撮
影
許
可
を
本
人
に
取
っ
た
う
え
で
の
撮

　

影
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
遠
く
か
ら
勝
手
に
撮
影
す
る
な
ど
の
行

　
為
は
堅
く
禁
じ
ま
す
。
ま
た
、
撮
影
を

　

許
可
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
ネ
ッ

　

ト
上
に
ア
ッ
プ
し
た
い
」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
載

　

せ
た
い
」
等
の
許
可
は
ま
た
別
に
必
要
に

　

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

　

本
人
に
許
可
を
取
る
よ
う
お
願
い
し
ま

　

す
。

▽ 

コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
趣
味
で
衣
装
を
着
て

　

撮
影
を
し
て
い
る
一
般
の
方
で
す
。

　

決
し
て
プ
ロ
の
モ
デ
ル
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
で

　

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
過
度
の
要
求
は
固

　

く
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　
　

  

▼ 

問　
み
は
る
観
光
協
会
／
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社　

☎
62-

３
９
６
０

三
春
街
な
か
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 「
パ
ー
ト
２
」

広　告　欄



　

◎ 悩んだら　考え込まず　相談を（宗像眞結子・三春中学校 1 年）

カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は☆ページに掲載しています。5月の 行事 カレンダー

※ 

住
民
課
・
税
務
課
窓
口
延
長
日

毎
週
水
曜
日
︵
19
時
ま
で
︶、
毎
週
日
曜
日
︵
８
時
30
分
～
12
時
︶

※平成 28 年度青少年健全育成標語入選作品

【行政相談】5 月 9 日（火）午前 10 時〜12 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】5 月 9 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】5 月 2・9・16・23・30 日（火）
　午前 9 時〜 12 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】5 月 18 日（木）
　午前 9 時 30 分〜12 時／保健センター相談室
　／臨床心理士※予約制

【肢体不自由者巡回相談】5 月 11 日（木）
　午後 1 時〜3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

人口 16,761 人（-19）う
ち男性 8,198 人（-14）・女性 8,563 人（-5）／世帯数 5,646 世

帯（+7）

※ 平成 22 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 29 年４月１日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：3 ～ 5・7・14・21・28 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休

休 休

29

３ ４ ５

11 1210

18 1917

24 25 26

２

９７ 13８

１

1614 2015

2321 22

６

27

町営バス運休カレンダー（５月）

日 月 火 水 木 金 土

28 30 31

人口・世帯数

5月31日（水）　固定資産税 第１期　軽自動車税 全期納  期  限

1（月）
2（火）
3（水）
7（日）
8（月）
9（火）

10（水）
11（木）

12（金）

15（月）
16（火）

33
39
27
27
30
30
39
39
39
28
30
30

30
28
27
30
39
28
28

28
39
28
28
29
27
27
39
28
28

28
28
27
39
28
28
30

17（水）
18（木）

19（金）
20（土）

21（日）
23（火）
24（水）

25（木）

26（金）

27（土）

30（火）

31（水）

平成29年度春季企画展（～6月18日・歴史民俗資料館企画展示室）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
月の観察会（20時～21時・自然観察ステーション天文台）
野鳥観察会（8時～11時30分・自然観察ステーション）
総合集団けんしん（荒町・北町／7時30分～9時受付・保健センター）
総合集団けんしん（大町・新町／7時30分～9時受付・保健センター）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
行政相談（10時～12時・三春町役場）
人権相談（10時～12時・三春町役場）
おはなし“あのね”（11時30分／14時30分・地域子育て支援センター）
総合集団けんしん（中町・八幡町／7時30分～9時受付・保健センター）
総合集団けんしん（下舞木3・4区／7時30分～9時受付・岩江センター）
健康づくりカローリング教室（９時～11時30分・町民体育館）
総合集団けんしん（下舞木1・2区／7時30分～9時受付・岩江センター）
ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）
星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション天文台）
総合集団けんしん（八島台／7時30分～9時受付・八島台集会所）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
保健センター開放日（9時～12時・保健センター）
乳幼児健診・３～４か月児（13時集合・保健センター）

乳幼児健診・３歳児（13時～13時15分受付・保健センター）
こころの健康相談会（9時30分～12時・保健センター相談室）
乳幼児健診・再来設定日（保健センター）
のびのびの日（10時～12時・地域子育て支援センター）
ぬいぐるみのとしょかんおとまり会（～21日・町民図書館）
星を見る会（19時～21時・自然観察ステーション天文台）
昆虫観察会（9時～11時30分・自然観察ステーション）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
たのしいせいさく（10時～12時・地域子育て支援センター）
絵本とわらべ唄（10時30分～11時・町民図書館）
子宮頸がん・骨粗しょう症検診（8時30分～9時30分受付・岩江地区防災コミュニティセンター）
子宮頸がん・骨粗しょう症検診（13時30分～14時受付・保健センター）
健康づくりカローリング教室（９時～11時30分・町民体育館）
健康づくり男の料理教室（10時・保健センター）
お誕生会 5月生まれ（10時～12時・地域子育てセンター）
理科クラブ（9時集合・三春小わんぱくクラブ室）
カブトムシの幼虫採集（9時30分～11時・自然観察ステーション）
心配ごと相談（9時～12時・三春町福祉会館）
出前おはなし会（10時～11時・地域子育て支援センター）
乳幼児健診・９～10か月児（９時集合・町立三春病院）
乳がん集団検診（9時／10時／13時30分／14時30分・岩江地区防災コミュニティセンター）
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○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

5月

5月 5月

医療機関名

当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後7時～9時30分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9時～午後 6時】
★印は午後 5時まで

夜間・休日のお医者さん

 3日(水)
 4日(木)
5日(金)
7日(日)
14日(日)
21日(日)
28日(日)

かみや内科クリニック
大 方 病 院
のざわ内科クリニック
大久保クリニック
公立小野町地方綜合病院
かとうの内科クリニック
春 山 医 院

春 山 医 院
矢 吹 医 院
西 山 医 院
青 山 医 院
まつざき内科胃腸科クリニック
石 塚 医 院
のざわ内科クリニック
さ い と う 医 院
大 方 病 院
都 路 診 療 所

船 引 ク リ ニ ッ ク
せ ん ざ き 医 院
秋 元 医 院
橋 本 医 院
島 貫 整 形 外 科
白 岩 医 院
雷 ク リ ニ ッ ク
東部台こどもクリニック
大 久 保 クリニック
三 春 病 院

　☎72-3212
　☎61-1500
★☎82-1117
★☎72-3181
　☎82-2555
　☎81-1388
　☎62-3239

ふくだや薬局
ルビー調剤薬局
スマイル薬局船引店

わたなべ調剤薬局
ふくだや薬局

1日(月)
2日(火)
8日(月)
9日(火)
10日(水)
11日(木)
12日(金)
15日(月)
16日(火)
17日(水)

18日(木)
19日(金)
22日(月)
23日(火)
24日(水)
25日(木)
26日(金)
29日(月)
31日(水)
30日(火)

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を募集しています。
〒 963 − 3401　田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123　FAX024-505-4956　田村医師会事務局まで
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一関市・三春町姉妹都市締結30周年記念事業

　姉妹都市締結 30 周年記念と今後の交流のますますの発展を祈念し、三春町より滝桜の子孫樹を「愛姫」
と名付けて一関市へ贈呈しました。
　その記念植樹式が、田村家ゆかりの一関市釣山公園において 3 月 19 日に執り行われ、一関市長、三
春町長により植樹が行われました。
　当日は、三春町からは鈴木町長、隂山議長が、一関市からは、勝部市長、千葉議長のほか、一関藩士
会会長の小山眞様、田村家子孫の小山菊子様などが出席されました。

　4 月 17 日、三春交流館「まほら」において、岩手県一関市より姉妹
都市締結 30 周年記念として、太鼓をご寄贈いただきました。

＊俗謡
「一関にすぎたるものは二つあり、時の太鼓に建部 ( た
けべ ) 清 ( せい ) 庵 ( あん )」

勝部市長（左）、鈴木町長（右）により
植樹が行われました 出席者の皆さんとの集合写真

ご寄贈いただいた太鼓

テープカットのようす

　一関藩の藩医であった建部清庵は、名医として名
高く、飢きんへの対策として救荒書「民間備荒録」「備
荒草木図」をまとめ多くの民を救いました。
　この「時の太鼓」と「建部清庵」は、他藩からも
羨ましがられたと言われています。

　伊達正宗の正室、愛姫の遺言により、三春田村家が再興され、一関藩に所替えとなった歴史的なご縁により、

一関市と三春町は昭和 62年 8月に姉妹都市を締結しました。

　今年姉妹都市締結から 30周年を迎えるにあたり、3月には「滝桜の子孫樹の植樹式」、4月には「太鼓の受

領に係るセレモニー」が行われました。

　初代一関藩主である田村 ( たむら ) 建 ( たけ ) 顕 ( あき ) は、幕府の許
可を得て太鼓やぐらを設置し、以来明治維新まで、一関城下では「時の
太鼓」が時を報せていました。
　「時の太鼓」は、1 本のケヤキから 4 台つくられたうちの一台と伝えら
れ、口径 97cm、胴長 101cm の立派なものです。
　昭和 61 年には一関市指定有形文化財に指定、現在は、長昌寺 ( ちょう
しょうじ )（藩主の祈願寺）に納められています。

◆ 「一関藩と時の太鼓」

滝桜の子孫樹の植樹式

太鼓の受領に係るセレモニー


